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令和７年６月２５日 

市民局生涯学習課 

浅野文庫等施設（仮称）整備に係る基本設計について 

 

１ 事業概要 

 ⑴ 趣旨 

   浅野家から寄贈を受けた資料である浅野文庫資料や、広島ゆかりの文学者の自筆原稿や書簡等であ

る広島文学資料、その他の貴重な古文書等の保存・継承や調査・研究、資料収集、展示、図書閲覧等

を目的とする郷土の歴史と文化の専門図書館（以下、「新図書館」という。）を「浅野文庫等施設（仮

称）整備基本計画」（令和６年４月策定）に基づき整備する。 

 

⑵ 浅野文庫等施設（仮称）の目指すべき姿 

新図書館のコンセプトは、「広島市立図書館再整備方針」（令和４年１２月策定）に掲げた「誰もが学

び、憩う『平和文化』の情報拠点」を踏まえるとともに、次に掲げる姿を目指すこととする。 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 主な諸室の構成及び機能 

区分 主な機能 

収蔵エリア 
 浅野文庫等を収蔵する第一収蔵庫と広島ゆかりの作家の貴重資料及び古文書等を

収蔵する第二収蔵庫を整備する。 

閲覧・研究 

エリア 

郷土資料や歴史専門資料等を収蔵する専門図書館として、利用者が調査・研究に

利用できる閲覧・レファレンス空間を整備する。 

展示・活動

エリア 

 広島の近世から現代までの歴史を体系的にたどりながら、広島の歴史や広島ゆか

りの文学者たちを紹介し、広島の郷土文化に対する知見を深めるための展示スペー

スを整備する。また、広島の歴史・文化に興味を持ってもらうための講座や講演会 

などを開催できるセミナー室を整備する。 

事務・管理 

エリア 
 職員が管理運営に必要な事務作業を行うための事務室などを整備する。 

 

 ⑷ 整備場所 

整備場所 中区上幟町 敷地面積 約 1,900㎡ 

 

 ⑸ 事業スケジュール 

   

 

 

 

 

 

２ 基本設計（案）について 

 ⑴ 設計コンセプト 

   新図書館の基本・実施設計業務については、簡易公募型プロポーザル方式の手続を行い事業者を選

定した。設計コンセプトについては、事業者からの提案に基づき、以下のとおりとする。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 設計のポイント 

貴重な資料を良好な環境で守る「保存公開コア」と 

活発な活動の場としての「Link space」（リンクスペース） 

・収蔵庫、展示・図書コーナー、閲覧室を建物の中心部

にまとめ、鉄筋コンクリート構造で囲むことで資料を

良好な環境で守る（「保存公開コア」）。 

・収蔵庫は２階に設置し、全周外部環境から完全に遮断

する。 

・「保存公開コア」の周囲の共用スペースを「Link 

space」とし、多様な学びが行える場とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

郷土の歴史・文化を伝え、郷土愛をはぐくむ図書館 

～ 郷土資料をもとに広島の歴史・文化を発信し、学びを支える図書館 ～ 

 郷土に関する資料や情報を 

蓄積し、次世代へ引き継ぐ 

 

郷土の歴史・文化に関する学習、

調査・研究を支援する 

郷土の新たな魅力発見に 

つなげる 守りながら開く、みんなの専門図書館 

区分 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

建築工事等

開館準備等

基本・実施設計業務 新築工事

開館準備

枯らし期間 貴重資料

移転

◎開館

事務・管理エリア 

【断面構成】 
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⑶ 平面計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○展示・図書コーナー 

・スペース全体を企画展示で利用できるような

可変性のある造り 

・柔軟な運営が行えるよう、展示準備室を設置 

○セミナー室 

・講演会や講座などを行う約 50人

収容の部屋 

・安定した採光となる北側に配置 

○収蔵庫 

・外壁に隣接せず、二重壁に包ま

れた構造 

・第二収蔵庫は余剰率約 200％を

見込む 

○閲覧室 

・図書資料約１万冊の開架スペースと新聞・雑誌 

コーナー 

・大型資料の閲覧ができる閲覧席や個人研究スペ

ースの設置を計画 

・周辺部も閲覧スペースとして活用 

○セルフ式予約図書受取コーナー 

・市立図書館の予約資料を受け取

り、借りることができるコーナー 

○荷捌
さば

き場 

・屋内で積み下ろしができ

るような配置 

○貴重資料閲覧室 

・収蔵庫と同様の内装仕様 

・前室を設け、手洗い場を設置 

○市民研究スペース（ラボ） 

・市民が調査・研究やグループ

ワークなどを行えるスペース 

 

○ワークスペース・研究室 

・司書や学芸員が資料整理や

調査・研究を行うスペース 

○市民活動スペース 

・市民・研究者の展示などで

利用できるフリースペース 
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⑷ 配置計画 

  ・新図書館は「文化の道」に接していることから、「文化の道」との結節点としての前庭を設け、憩い

の場や屋外イベントスペースとして活用することができるよう計画する。 

  ・また、縮景園と隣接していることから、透過性のある仕様の塀とすることにより、縮景園の豊かな

景観を本図書館からの展望に生かした計画とする。 

   

  

 

⑸ 立面計画 

 ・軒下や格子が生み出す深い陰影などの「和」を感じる要素を取り入れる計画とする。 

 ・外装は、耐久性に優れたコンクリート化粧打放しとガラスを基調として計画する。 

・収蔵エリアが主となる２階については、日射制御のためのルーバーの設置を計画する。 

 

【イメージ図】 

  

 南側前景 

  

 北側前景 

整備場所 
広島駅 

縮景園 
広島県立 

美術館 

幟町 

中学校 

周辺地図 


